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  市民環境部 

 

(1) 市民相談に関する業務 

  日常生活の中で起こる心配ごと、悩みごとの解決を図るため、市民が気軽に相談でき、適

切な助言が受けられるよう17種類の専門相談を開設し、専門的知識を持った相談員のアドバ

イスによる問題解決に努めました。 

  また、自治会からの環境整備をはじめとする多種多様な市民要望については、積極的な解

決を図るための取組に努めました。 

 

(2) 自治会に関する業務 

ア  自治会活動助成 

   地域住民の連帯によるコミュニティ意識の高揚及び自治会や自治会連合会の自主的で健全

な活動を促進するために、127自治会及び10自治会連合会に対し790万8,400円の活動助成金を

交付しました。 

   また、自治会集会所等建設等に伴う補助金として、42自治会に対し360万2,395円を交付し

ました。 

イ  自治会長会議・自治会長研修会 

   市長等が出席して市政報告等を行う自治会長会議及び自治会活動に資する情報の提供等を

行う自治会長研修会を開催しました。 

ウ  市政懇談会 

  市長が地域に出向き自治会長等と親しく意見交換を行うことにより、市民の市政への理解

を深めるとともに、市民の意見等を市政へ反映させるため、令和元年度においては10のテー

マを用意し、自治会連合会の希望に応じて実施しました。 

 

(3) まちづくり出前講座に関する業務 

   市民の市政に対する理解を深め、市民参加によるまちづくりを推進するため、市職員が地

域等に出向き、職員の専門知識を生かした講座を開講するまちづくり出前講座を実施しまし

た。令和元年度は77の講座メニューを用意し、市民の希望に応じて開催しました。 

 

(4) 市民活動支援に関する業務 

   市民と行政がともに協働してまちづくりを進めるための活動拠点である市民活動支援セン

ターでは、市民活動情報サイトやフェイスブックの運用、市民活動団体の募集・登録、市民

活動だよりの発行、パソコン講座、人材育成・能力アップのための講座、まちづくりに関す

るサロンの定期開催、相談業務などを行い、市民の自発的な地域活動・社会貢献活動を支援
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しました。 

    

(5) コミュニティ業務 

   うるおいのある豊かな住みよい地域社会を形成するため、コミュニティセンターを拠点に、

コミュニティセンター運営委員・専門委員、自治会、地域の諸団体等が連携を取りながら、

地域に根ざしたコミュニティ活動を推進し、6館で延べ 361,790 人の利用がありました。 

   また、東部コミュニティセンターにおいて屋根塗装等改修工事に着手するとともに、青谷

コミュニティセンターにおいて集会室等空調改修工事に着手しました。 

 

(6) 男女共同参画の推進に関する業務 

   男女共同参画を計画的に推進するため、第3次城陽市男女共同参画計画「さんさんプラン

（改定版）」に基づき、市民活動団体との協働によるさんさんフェスタ等を啓発事業として

開催したほか、女性相談を行いました。また、女性活躍推進計画に基づき、女性のための起

業応援事業等を実施しました。さらに、第4次城陽市男女共同参画計画の策定に向けて、「男

女共同参画社会に関する市民・事業所アンケート」を実施しました。 

 

(7) ＥＭＳ推進業務 

   市の全施設を対象とし、市独自の環境マネジメントシステム「Ｊ－ＥＭＳ（ジェイム

ス）」を運用し、市の事務事業活動における環境負荷低減を推進しました。 

 

(8) 環境対策業務 

ア  調査・監視事業 

  市内主要7河川（7地点）の水質測定、4事業所の排水にかかる水質測定、2事業所の排ガス

（悪臭）測定及び14箇所での地下水水質測定を実施しました。また、5箇所の一般地域におけ

る環境騒音及び6箇所の道路に面する地域における自動車騒音常時監視測定・交通振動測定を

実施しました。 

  さらに、市内の大気汚染の状況を把握するため、21箇所において四季毎に1週間の大気環境

測定を行いました。 

 また、平成19年度に実施した全市井戸水調査により、総水銀が検出された2箇所の井戸につ

いて、引き続きモニタリング調査を実施しました。 

イ  除草指導事業 

  市内の空き地の適切な管理を図り、良好な生活環境を保持するため、空き地の所有者に対

して条例に基づく除草指導を行いました。 

除草対象地面積        197筆   61,848㎡ 

内訳 前期指導 自己処理    77筆   26,904㎡ 
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        委託処理    26筆    5,856㎡ 

   後期指導 自己処理    78筆   26,500㎡ 

        委託処理    16筆    2,588㎡ 

ウ 環境基本計画推進業務 

   城陽市環境基本計画の推進組織である、市・市民・市民団体・事業者で構成する城陽環境

パートナーシップ会議の事務局として、円滑な会議の運営に努めました。また、環境フォー

ラムの開催や夏の省エネルギー活動の実施などにより、環境問題にかかる啓発活動を行いま

した。 

   市自らの事務・事業による環境負荷低減の取組計画である第4期城陽市エコプランについ

て、“クールチョイス城陽”の取組として、庁内における自転車利用促進の呼びかけ及び22

時以降消灯の取組を推進しました。 

   夏の省エネルギーの推進については、エコスタイルとして、軽装勤務の実施や冷房の適正

管理などの取組を実施し、温室効果ガスの排出量については、第4期エコプランの基準年度で

ある平成25年度比で28.3%の削減となりました。 

エ 環境美化活動推進事業 

   ごみのない美しいまちづくりを推進するため、市内一斉クリーン活動を6月2日（日）に実

施し、市内の道路及び公共スペースなどで清掃活動を行い、当日以外の活動も含め、市民、

団体、事業者あわせて83団体、5,299人に参加いただき、12,275kgのごみを回収しました。 

オ 地球温暖化対策実行計画（区域施策編）推進業務 

地球温暖化防止を図るため、平成30年度からの5箇年を計画期間とした城陽市地球温暖化対

策実行計画（区域施策編）に基づく施策として、地球温暖化防止教室を開催しました。 

 

(9) 戸籍・住民記録業務 

   個人番号カードを利用したコンビニ交付サービスについて、取得可能店舗の拡充を行いま

した。なお、令和元年度のコンビニ交付サービス利用件数は、3,815件でした。 

   令和元年度の出生、死亡等の戸籍事務取扱件数は、3,438件、転入・転出等の住民基本台帳

事務取扱件数は、8,105件でした。また、住民票の写し等の証明書交付件数は、68,323件でし

た。 

 

(10) 保健衛生業務 

ア  動物飼養管理事業 

  犬・猫等動物の適切な飼養管理を図るため、府や獣医師会と一体になって、犬の登録と狂

犬病予防注射を実施しました。 

  また、動物愛護の精神と、犬・猫の正しい飼い方を啓発するため、啓発チラシをポスティ

ングにより全戸配布するとともに、産業まつりにおいて動物健康相談を実施しました。 
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イ  犬のふん害防止事業 

  犬のふん害のないきれいな公共空間の創造には、行政と市民が協働して市民意識の向上を

図ることが重要であることから、「城陽市犬のふん害防止ボランティア推進事業実施要綱」

に基づき認定し、登録した団体により飼い主等への啓発活動を行いました。 

 ウ 飼い主のいない猫不妊・去勢手術費補助 

   飼い主のいない猫の繁殖を抑制することで、猫による被害等を軽減し、人と猫との調和の

とれた共生社会の実現と市民の快適な生活環境を保持するため、飼い主のいない猫の不妊・

去勢手術費に対して補助金を交付しました。 

   令和元年度の交付件数は、65件（匹）でした。 

 

(11) 廃棄物処理業務 

ア  ごみ量 

  ごみ量は19,445ｔで前年度より287ｔの増加となり、1人1日当たりのごみの量は699ｇで前

年度より13ｇの増加となりました。 

  その内訳として「燃やすごみ」の量は16,898ｔで対前年度比1.7％の増加となり、「家庭系

燃やすごみ」1人1日当たりでは425ｇとなりました。また、「燃やさないごみ」の量は2,547

ｔで対前年度比0.4％の増加となり、「家庭系燃やさないごみ」1人1日当たりでは80ｇとなり

ました。1人1日当たりのごみの量の対前年度比は「家庭系燃やすごみ」は0.2％の増加とな

り、「家庭系燃やさないごみ」は2.4％の減少となりました。 

イ  し尿量 

  し尿量は5,347㎘で対前年度比1.4％の増加となり、そのうち、し尿は2,312㎘で対前年度比

3.4％の減少、浄化槽汚泥は3,035㎘で対前年度比5.5％の増加となりました。 

ウ  資源再生利用奨励 

  資源再生利用の集団回収を実施する団体に対して、1kg当たり5円、事務費として1団体当た

り2,000円の奨励金を交付しました。令和元年度の実績は、実施団体139団体、回収量は3,036

ｔとなり、奨励金の交付額は1,545万7,260円でした。 

エ  生ごみ処理機等購入費補助 

  ごみの減量と肥料へのリサイクル推進のため、生ごみ処理機7基､コンポスト容器5基、ボカ

シ容器2基の購入費に対して、14万2,400円の補助を行いました。 

オ  資源化推進事業 

    再生資源の分別収集は、空カン・空ビン・ペットボトル・紙パック・プラマーク製品（プ

ラスチック製容器包装）等を実施し、1,492ｔを回収しました。 

 また、廃棄物の軽減と資源の有効利用を促進するため、毎月1回、第3金曜日に市内公共施

設21箇所と4自治会、常設として市内スーパー2店舗で、家庭系廃食用油（植物性使用済みて

んぷら油）11,453ℓ を回収しました。 



市民環境部 42 

 

 なお、小型家電リサイクル法に基づき、市内公共施設16箇所に回収ボックスを常設し、使

用済小型家電4,026㎏を回収しました。 

 さらに、毎月1回、第2水曜日に市内公共施設11箇所で、廃蛍光管4,533本を回収しました。 

カ  ごみ散乱防止ネット等購入費補助 

  ごみステーションにおけるごみの散乱防止のため、ごみ散乱防止ネット等248枚の購入費に

対して、49万7,200円の補助を行いました。 

 

 

 























【別表1】東部コミュニティセンター外1館整備事業

（市民環境部）　別表

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

需用費 19,690

委託料 3,887,400

工事請負費 13,010,000

合計 16,917,090

0 16,800,000 0 117,090

東部コミュニティセン
ターの屋根塗装等改修工
事及び青谷コミュニティ
センターの集会室等空調
改修工事

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等
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